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令和６年５月21日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立旭高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①カリキュラムマネジ
メントの視点から魅
力ある教育課程を編
成し、運用・改善す
る。 

②ICT を利活用しなが
ら、授業改善に組織
的に取り組み、基礎
学力の定着を図り、
思考・判断・表現す
る力を伸長すること
で、主体的に活動で
きる人材を育成す
る。 

①編成した教育課程を運

用し、他グループや各

教科と連携し一人ひと

りの生徒に寄り添える

よう改善に努める。 

②ICT を利活用しなが

ら、個別最適な学びや

協同的な学びの一体的

な充実をはかる。 

①各年次での課題につい

て調査・分析し、次年

度へ向けて改善に努め

る。 

 

②ICT の活用を進めるとと

もに、個別最適な学び

や協同的な学びの一体

的な充実の実現に向け

た授業改善を行う。 

①明らかになった課題に対

し、具体的な方向性を打

ち出すことができたか。 

 

 

②授業改善の実施により、

授業評価の「授業の中で

「身に付いた」「できる

ようになった」と感じる

ことができた。」という

項目が向上したか。 

 

     

２ 
 
生徒指導・支援 

①基本的な生活習慣の
確立を図るととも
に、社会の一員とし
て行動するための規
範意識を高める。 

②生徒１人ひとり個に
応じた支援の充実を
図る。 

③自己理解・他者理解
を深め、自他を尊重
できる人間関係を築
き、コミュニケーシ
ョン能力を育む。 

 

①日常的な指導を通じて
生徒がルールを遵守
し、規則正しい生活習
慣を身につけさせる。 

②生徒が相談しやすい教
育相談体制を整える 

 
③自主自律の精神のもと
生徒主体の行事運営を
行う中、人間関係を築
くとともに、コミュニ
ケーション能力を育
む。 

①頭髪服装指導や遅刻指
導を計画的に行うとと
もに、職員が共通理解
のもと、統一した指導
を意識し行う。 

②生徒情報の共有を徹底 
 し、SCやSSW、外部機関 
 と連携した教育相談を 
 行い、組織的な支援体 
 制の構築を図る。 
③生徒主体の行事の企
画・運営ができるよ
う、適切な助言指導を
行う。 

①指導対象生徒数が減少し
たか。また全職員が共通
理解をもち、取り組むこ
とができたか。 

②組織的な情報共有を行
い、問題を抱える生徒に
必要な支援ができたか。 

 
③学校行事・生徒会・ボラ
ンティア活動などの生徒
活動において６割以上の
生徒が主体的、積極的に
取り組み達成感・満足感
を実感できたか。 

 

     

３ 進路指導・支援 

①10年後（AGE28）の
自分をイメージした
キャリア形成ができ
るように、３年間を
通したキャリア教育
実践計画に基づき、
キャリアデザイン能
力を身につけさせ
る。 

 

①進学希望の上位層を掘
り起こしモチベーショ
ンを高め、学習への取
り組みを促す。また、
自己の能力を知り、探
究する力、表現する力
を養う。 

 

①上級学校の入試担当者
等によるガイダンスや
卒業生等からのアドバ
イスを用い動機付けを
する。 

①10 年後を考えるための
手立てを提示し積極的
にキャリアをイメージ
させる。 

①希望通りの進路に進むこ
とができたか。また、目
標となる進路を見つける
ことができたか。 

①キャリアデザインに必要
な能力を身につけ、１０
年後の自分をイメージで
きたか。 

     

４ 地域等との協働 

①学校と地域の連携協
働の「現状と課題」
を把握し、改善を意
識した学校運営協議
会を運営する。 

②学校と地域の連携協
働の促進により地域
とともにある開かれ
た学校づくりを進
め、地域の中で生徒
の主体的な取組を支
援する。 

①学校運営協議会の充実
を図り、学校運営協議
会をとおして地域と協
働連携を図り、地域の
力を学校運営に生か
す。 

②地域連携部会等の連携
をとおして、学校と地
域がともに生徒を育て
る取組みを推進する。 

①学校運営協議会から受
けた有用な意見を学校
運営に生かせる体制づ
くりに努める。 

②地域と連携を深め、ボ
ランティア活動のさら
なる充実を図る。生徒
のニーズを把握して地
域との連携を強化す
る。 

①各部署と連携し、学校運
営に生かす具体的方策に
ついて集約し、実現でき
たか。 

②地域との連携協働によ
り、生徒の主体的な取組
みを推進・検討し、充実
した地域交流ができた
か。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

５ 
学校管理 
学校運営 

①ICTを利活用した
様々な活動を支援す
るための教育環境を
整備する。また、ICT
利活用により業務の
効率化を図り、働き
方改革を実践する。 

②地域への情報発信を
迅速に行い、社会に
開かれた学校づくり
を推進する。 

①ICT を利活用した、多
面的・多角的な学習様
式を支援できる体制を
整える。 

②本校の取り組みを適切
かつ迅速に発信し、本
校の魅力を広く伝え
る。 

①3 学年すべての生徒に学
習用情報端末がそろっ
たことを受け、Wi-Fi を
中心とする環境整備を
さらに進める。 

②生徒主体の学校説明会
の内容を充実させ、中学
生や保護者によりわかり
やすい説明を行う。各部
署にホームページ担当を
置き、内容を明確にす
る。 
 

①校内すべての教室・準備
室等で接続トラブル等な
く ICTを利活用した授業
を展開できたか。 

②学校説明会のアンケート
で 90％以上の肯定的回
答が得られたか。迅速に
情報発信することができ
たか。 

②ホームページを迅速に更
新し、充実することがで
きたか。また、有効な情
報発信方法を見つけるこ
とができたか。 

 
 

     

 

 


